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予算を
チェック

園小中学校給食費無償化（給食運営）

子育て世代への継続的・
実質的な経済支援を行い、
誰もが安心して子育てでき
る環境を一層強化する。

放課後児童クラブ整備設計委託

放課後児童クラブは狭く､体を動かし
て遊べる平屋を新築するための設
計費を計上する。

令和

８年度
予算

子育て・産業・暮らしの安心 ３月定例会
３月３日〜３月25日（25日間）

　町長の令和8年度施政方針を受けた一般質問では7名の議員が登壇し、町政運営に対し活発
な議論を展開しました。
　執行部から提案された、条例の一部改正、令和 7年度一般会計補正予算、令和 8年度各会計当
初予算など全42議案は一部修正し（６ページ予算審査特別委員会参照）原案を可決しました。

母子健診相談指導事業

・ 乳幼児健診・HUGHUG アプリ（子育て支援アプリ情報配信）　登録者 60 人
・ いつでもドクター（医療相談アプリ）　登録者 51 人
・ プレコンセプションケア健診
   若い男女が将来のライフプランを考え生活や健康と向き合い、必要な健診を受ける。

　　医療相談アプリの利用状況は。帰省時にも使えるのか。
　　7年度利用は53件。住民票がある人でないと使えない。

意欲ある学生応援事業

日南町職員に応募者が少なく人材確保に苦
慮している。本町をインターンシップの対象地
として選び、前向きに検討していただくため
に、1人5万円を上限に旅費や宿泊費の一部を
助成し、自己負担の軽減を図る。

町営住宅の管理事務

　　今までの参加人数と対象者は。
　　３人。日本人の学生が対象。

カンファト団地の屋根及び外壁の修繕をする。
県営伯南団地が町に移管される。

　　８年度から伯南第１・２団地は県からの
　　移管を受けるが、家賃は変わるのか。
　　同等の家賃を想定している。 　　土曜日預かり料金は。

　　1日200円。

土曜日預かり事業
（放課後児童クラブ）

保護者の要望により、小学生土曜日預
かりを開始する。

（未就学児はこども園で）
・ 開所時間　8:00～18:00
・ 実施場所　子育て支援センター

子育て短期支援事業

18歳未満の児童の養育が一時的に困
難な時、児童養護施設などで、宿泊・日
帰りの預かりを行う。

■委託施設(予定)
・ 米子聖園天使園(米子市)
・ 米子聖園ベビーホーム(米子市)
・ 光徳子供学園(大山町)

　　新築スペースにトイレが必要では。
　　既存のトイレを使う予定。

　　有機食材の利用は。
　　継続したいが、生産量
　　の把握が課題。

　　食材費は昨年と同額
　　だが、高騰した場合は。
　　補正も考えている。

1325万円

当初予算の主な事業

24万円
164万円

令和8年度

110万円

805万円

4043万円25万円
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元
気
な
地
域
づ
く
り

予算を
チェック

大宮地域振興センター改修

避難所、サテライトオフィスを新設し、既存の展示
室ともに、地域内外交流拠点として整備する。

●改修工事設計監理委託業務　1500万円
●改修工事　　　　　　　 1億4500万円

　　刀剣にまつわる町内の遺
　　跡を展示したら良いので
　　はないか
　　来館者にとって分かりやす
　　い展示をこころがけたい。

1億6000万円

　長年親しんだ体育館が取り壊されるのは、少し寂し
い気持ちです。中学時代、部活動でバレーボールに打
ち込んだ日々が思い出されますが、新たに多目的ホー
ルとして、防災や交流の拠点として整備されることはと
っても楽しみです。

松
本 

美
夏
さ
ん(

印
賀)

ま
つ
も
と

　み   

か

　　ヒメノモチを使った商品加工は。
　　加工場の確保ができていない。

　　粗飼料地元確保の取り組みは。
　　生産組合で話し合い中の段階。

●町産米のブランド化を進める。
●雌牛更新時、購入経費の一部を補助する。
　・ 育種価等の高い雌牛　上限５０万円
　・ 自家保留　　　　　　定額２０万円

にちなんブランド化促進事業

雌牛更新促進支援事業

農業後継者育成対策事業
専門職員を配置し、担い手の育成・確保・販路拡大等の基盤を強化する。

　　MIRAIの管理運営を産業振興セン
　　ターに委託するには、指定管理者の指
　　定は議決案件ではないのか。
　　議決案件である。
　　（最終日に提案され可決）

林業後継者育成対策事業

●産業振興センターに管理運営を委託
　・ 農林MIRAIセンター 　　　 300万円
　・ にちなん林業アカデミー　  8013万円

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全

予算を
チェック 03

もっと頼れる日南病院
●職員採用　　4482万円

・ 病院経営実務経験がある病院事務部長を採用し、経営分析や業務改善を推進。
  経営基盤を強化。
・ 看護師4名、臨床検査技師・診療放射線技師各1名を採用し診療機能を向上。

　　貸与額の返還免除は。
　　日南病院で規定の期間働けば返還を免除する。

　　長寿命化工事に伴う停電は、業務への影響はないか。
　　10時間×３回必要。暖かい時期の外来が休みの時に実施する。

●医学部在学中の学生に生活費の一部を貸与　240万円
　日南病院で働く意志を持つ大学医学（歯学）部に入学・在学中の学生に、生活費
　の一部を貸与。　※20万円/月　最長6年間

●１0年程度の長寿命化工事　　1億2199万円

●シンポジウム「町民を支える日南病院を考える会」
　開催を町民参加型で計画　　　80万円

アルツハイマー病
治療薬助成

●アルツハイマー病治療薬投与治療
・ 開始前検査費用　10分の１０以内
・ 開始後検査・治療費用　2分の1以内
・ 助成額は1名あたり上限40万円
※近隣では、鳥取大学医学部附属病
　院で治療可能

消防団員の家族に
感謝状と5000円分の
たったもポイントを贈る

　　公設消防団員全員が対象か。
　　精勤賞受賞団員の妻、または世帯
　　主に贈る。

日
南
病
院
事
務
部
長

　中
西 

修
一
さ
ん

な
か
に
し
し
ゅ
う
い
ち

　住民と病院が信頼関係を築き、ともに歩んでいける
ような温かい病院にしていきたいです。日南病院の職
員は互いに親近感をもって仕事をしており、団結して
より良い病院にしていけると期待しています。

令和8年4月1日就任

令和８年度　会計別当初予算額

一般
会計

特別
会計

企業
会計 合計約74億7142万円 約18億1628万円 約21億2962万円 約114億1732万円

40万円
440万円

5916万円

9347万円

40万円
21万円

1億7001万円

日南に夢を抱いて
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３
月
定
例
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で
は
、予
算
審
査
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別
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員
会（
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員
長
　
櫃
田
洋
一
）を
設
置
し

各
会
計
予
算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

︵
各
会
計
の
予
算
管
理
全
般
︶

　今
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
７
年

度
病
院
事
業
会
計
の
給
与
不
足
分
に

つ
い
て
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
の
提
案
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期
の
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を
重
く
受
け
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め
、
議
会
と
し
て
付
帯
決
議
を

行
っ
た
と
こ
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で
あ
る
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　予
算
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編
成
し
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終
わ
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も
の
で

は
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い
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予
算
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執
行

に
当
た
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は
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一
貫
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予
見
可

能
性
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高
め
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と
も
に
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き
め
細

か
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予
算
管
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す
べ
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あ
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③
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④
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の
給
与
費
が
、
５
９
６
万
円

か
ら
７
５
０
万
円
へ
と
大
幅
に
増
額

さ
れ
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
度
、
条
例
を
制
定
し
、
高
度

な
専
門
的
知
識
や
経
験
と
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
者
を
事
務
職
員
と
し
て

採
用
す
る
と
と
も
に
、
事
業
管
理
者

の
給
与
に
つ
い
て
は
近
隣
病
院
の
水

準
に
合
わ
せ
る
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
病
院
の
建
て
替
え
を

控
え
資
金
面
に
お
い
て
課
題
を
抱
え

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
の
時
期
に

お
け
る
大
幅
な
給
与
増
額
に
つ
い
て

は
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。

　よ
っ
て
、
特
別
職
給
の
増
額
に
つ

い
て
は
、
そ
の
必
要
性
や
妥
当
性
に

つ
い
て
十
分
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
。

　令
和
７
年
度
に
小
中
学
校
の
ネ
ッ

ト
接
続
に
不
具
合
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
通
信
機
器
等
に
は
問
題
は
見
ら

れ
ず
、
中
海
テ
レ
ビ
放
送
と
役
場
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
の
容
量
不

足
が
原
因
で
は
な
い
か
と
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　８
年
度
に
は
、
小
中
学
校
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
高
速
化
委
託
料(

99
万
円)

が
予
算
要
求
さ
れ
、
回
線
を

１
ギ
ガ
か
ら
10
ギ
ガ
へ
増
強
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
基
幹
を
管
理
す
る
地
域
づ
く
り
推

進
課
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
確
実

な
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

　産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
委
託
料
に
お

い
て
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
の
新

た
な
取
り
組
み
や
有
機
農
業
の
推
進

を
担
う
農
業
人
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
職
員
給
料
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
人
材
が
確
保
で

き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
林
業
ア
カ

デ
ミ
ー
教
諭
を
配
置
転
換
し
た
い
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。

　事
業
の
目
的
や
役
割
を
踏
ま
え
る

と
、
安
易
な
雇
用
と
な
る
こ
と
を
懸

念
す
る
。
担
い
手
対
策
は
本
町
農
業

の
将
来
を
左
右
す
る
重
要
施
策
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
目
的
に
合
致
し

た
人
材
確
保
と
体
制
整
備
を
強
く
求

め
る
。

　一
般
会
計
予
算
の
減
額
部
分
以

外
、
お
よ
び
他
の
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
次
の
４
点
の
審
査
意
見
を
付

し
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定

し
た
。

【
修
正
理
由
】

﹁
に
ち
な
ん
・
つ
な
が
る
ア
プ
リ
﹂

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
実
証
実
験

を
経
て
、
令
和
７
年
度
に
ア
ン
ケ
ー

ト
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

内
容
を
分
析
し
、
結
果
を
次
期
計
画

に
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
検
討
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。

　徹
底
し
た
現
状
分
析
を
行
う
こ
と
が

先
決
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
委
員

会
で
は
減
額
修
正
を
決
定
し
た
。

【
減
額
の
内
容
】

　総
務
管
理
費
の
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト

管
理
運
営
事
務
﹁
に
ち
な
ん
・
つ
な

が
る
ア
プ
リ
﹂
計
画
策
定
委
託
料

１
８
７
万
円
の
歳
出
予
算
を
減
額
。

　ま
た
、
財
源
と
し
て
い
る
県
支
出

金
90
万
円
と
繰
入
金
97
万
円
の
歳
入

予
算
を
減
額
。

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

賛成多数で可決した議案

その他３会計は全会一致で可決
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当初予算審議

令和８年度 当初予算審議
一般会計…修正案可決部分を除く原案について

　外国語教育推進事業は、児童生徒の家庭に多
額の負担をしいる。義務教育無償の原則に反す
る。

荒金敏江 議員

　子育て支援や放課後の児童施設整備、給食費
の無料化を始めとした町民の声に耳を傾けた予
算となっている。

国民健康保険特別会計

　新しく徴収される子ども・子育て支援金は明
らかな増税である。国が負担するよう要望すべ
き。

岡本健三 議員

　日本は国民皆保険制度であり、国保について
は運営に関する協議会で決定することになって
いる。

介護保険特別会計

　介護給付費準備基金は、介護保険料の引き下
げや福祉会職員の処遇改善に活用すべき。

荒金敏江 議員

　町民の健康管理や認知症予防に配慮した予算
である。基金は事業の不足分や不測の事態に備
えるもの。

介護サービス事業特別会計

　日南福祉会は人材不足のなか、経営努力をし
ている。サービスの拡充を図るため利用料を求
めるべきではない。

荒金敏江 議員

　福祉会も職員の福利厚生や経営の改善に努力
している。使用料は福祉会と協議して定めたも
のである。

後期高齢者医療特別会計

　子ども・子育て支援金は国が負担すべきで、
後期高齢者医療保険料から徴収すべきではない。

岡本健三 議員

　保険料は国の指針に基づいて鳥取県後期高齢
者医療広域連合で決めたものである。

簡易水道事業会計

　物価高で住民が苦しいとき、町の裁量で決め
られる水道料金を値上げすべきではない。

岡本健三 議員

大西 保 議員

荒木 博 議員

櫃田洋一 議員

高橋洋志 議員

荒木 博 議員

　収入の減少や、施設の老朽化の修繕工事によ
り赤字が見込まれるため、料金の改定をするも
のである。

近藤仁志 議員

可決
可決
可決
可決
可決
可決

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

−

−

−

−

−

−

一般会計予算
国民健康保険特別会計予算
介護保険特別会計予算
介護サービス事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
簡易水道事業会計予算

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

令和８年度当初予算
（賛否の詳細） 結果

荒
金
敏
江

山
本
芳
昭

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

大
西

　保

荒
木

　博

高
橋
洋
志

近
藤
仁
志
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補 正 予 算

令和

７年度
補正予算 補正予算1億7095万円減額

（▲は減額）

　　日南邑線工事の変更内容は。
　　経済比較の結果、ブロック積みから盛り土
　　に変更した。

地域振興センター
管理事務

予算が不足していた日野上地域振興センター
駐車場の舗装工事を、追加配分となった過疎
債を利用して行う。

2900万円
電算管理
運営事務

業務システム標準化・共通化事業の遅れによ
る移行作業費用、ガバメントクラウド利用料等
の減額など。

▲6700万円

道路維持
管理事業

・道路維持工事の増額
・町道日南邑線・路肩修繕工事の増額

3230万円

・ガバメントクラウド利用料等　△2500 万円

・業務システム標準化移行作業費等

　　　　　　　　　　　　　 △4000 万円

　　今回、児童生徒3名の参加と聞くが減った
　　要因は。また、同行する職員数は。
　　減った要因は中学２･３年生の約半分が既
　　に派遣を終えているため。１年生に数度働き
　　かけ３名参加となった。職員は例年通り４名。

外国語教育
推進事業

海外派遣に参加する児童生徒数が計画より
減ったことによる減額など。

▲520万円

路肩が崩落した町道日南邑線

今後、舗装される駐車場
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補 正 予 算 　 他

日南病院
給 与 費
職員の採用による給与費の増額

2490万円
　　3月補正の提案だが、その間対象者への
　　給与の支払いをどうしていたのか。
　　給与は支払っていたが、職員充足の状況を
　　見極め、3月補正とした。

　　予算不足を把握した時期は。
　　８月～９月に応援看護師など３名を採用し
　　た時点。

　　他の職員分も含めた不足額ということか。
　　その通りである。

給与費の不足を早期に把握でき
たのに、3月定例会まで予算が
提案されなかった。適切な時期
に提案すること。

付 帯
決 議

■ 

町
道
の
路
線
認
定

　
路
線
名
　
荒
田
線

　
起

　点
　
上
萩
山
字
山
形

　
終

　点

　上
萩
山
字
荒
田
奥
田

■ 

特
別
職
の
給
与
増
額

　
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手

　当
を
増
額
す
る
。

■ 

議
員
の
給
与
増
額

　町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
増
額

　す
る
。

■ 

職
員
の
給
与

　東
京
な
ど
へ
派
遣
さ
れ
る
職
員
に

　地
域
手
当
を
支
給
す
る
。

■ 

職
員
の
勤
務
時
間

　フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
導
入
す

　る
。

■ 

森
林
等
火
入
れ

　新
た
に
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報

　を
設
け
る
。

■ 

町
営
住
宅
の
設
置

　三
栄
の
伯
南
第
一
、
霞
の
伯
南
第

　二
両
県
営
住
宅
を
町
へ
移
管
し
、

　町
営
住
宅
と
す
る
。

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

国民健康保険税条例の一部改正
子ども・子育て支援金の賦課
令和８年度から、子ども・子育て支援金が国
保税に加えて徴収される。そのために必要
な規定を整備する。

（税率及び税額は16ページを参照）

　　被保険者の負担は増えるのか。
　　負担は増える。

　　支出の目的が違う支援金を、保険税から
　　徴収することをどう考えるのか。
　　全国一律の仕組みである。

　　当面、一般会計からの繰り入れで町が負
　　担して、住民負担を抑えては。
　　全国的な仕組みであり、単町での繰り入
　　れは住民の理解を得られない。

条例の一部改正

■ 

農
林
М
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
目
的
　
農
林
業
の
振
興
、
担
い
手

　
　
　
　
の
育
成
、
地
域
産
業
の
活
性

　
　
　
　
化
な
ど

　
住
所
　
霞
７
２
９
番
地

■ 

督
促
手
数
料
の
廃
止

　各
種
税
、
保
険
料
、
家
賃
な
ど
の

　督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る
。

■ 

遺
児
手
当
の
支
給
対
象
の
追
加

　両
親
が
重
い
障
が
い
を
持
つ
児
童

　へ
も
遺
児
手
当
を
支
給
す
る
。

■ 

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

　
計
画
期
間
　
令
和
８
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
令
和
13
年
３
月

■ 

病
院
の
任
期
付
職
員

　専
門
的
な
知
識
経
験
を
持
つ
職
員

　を
一
定
期
間
採
用
で
き
る
よ
う
に
。

■ 

国
保
使
用
料
・
手
数
料

　日
南
病
院
に
入
院
す
る
と
き
の
特

　別
室
使
用
料
、
健
康
診
断
書
交
付

　手
数
料
等
の
消
費
税
を
内
税
か
ら

　外
税
へ
変
更
す
る
。

　︵
こ
れ
ま
で
は
内
税
８
％
で
据
え

　
　置
い
て
い
た
︶

※付帯決議とは、条例案・予算案などを可決する際に、本案の実施に際して留意する事項を述べた決議のことです。
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審 議 結 果

　物価高騰に住民が苦しみ、病院問題が定まっ
ていない中で、特別職の期末手当を上げること
は、住民の理解が得られない｡
　　　　　　　　　　　　　　　（荒金、岡本）

岡本健三 議員

　国の法律の改正に合わせて行うもので、人事
院勧告に基づいて行われており、適切な対応で
ある。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

荒木　博 議員

日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について

　執行部のみの責任ではなく、住民の負託に応
えられていない議会にも責任がある。
　　　　　　　　　　　　　　　（荒金、岡本）

岡本健三 議員

　人事院勧告に基づいて行われており、物価上
昇に合わせた適切な対応である。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

近藤仁志 議員

日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

　現在、消費税を８％で据え置いている。外税
にすると消費税が上がれば議会の承認なしに上
がることになる。　　　　　　　（荒金、岡本）

岡本健三 議員

　消費税を明確に処理するための改正であり、
値上げではない。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

岩﨑昭男 議員

日南町国民健康保険診療施設使用料及び手数料徴収条例の一部改正について

　こども・子育て支援金を国民健康保険税に加
えて徴収する事は住民の負担が増える。一般会
計から繰り入れるべき。　　　　（荒金、岡本）

荒金敏江 議員

　国の方針に基づいて、1月の国保運営協議会
で決めたこと。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

大西　保 議員

日南町国民健康保険税条例の一部改正について

　未計上の予算執行や不正など重大な問題では
なく手続き上の問題であり、付帯決議の必要は
ない。　　　　　　　　　　　　（荒金、岡本）

岡本健三 議員

　職員の増員により、給与費の不足が生じた時
点で速やかに提案すべきである。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

近藤仁志 議員

病院事業会計補正予算（給与費）に対する付帯決議

　イスラエル・アメリカは国際法を無視してい
る。国連憲章に基づき、平和的に解決すべき。
　　　　　　　　　　　　　　　（荒金、岡本）

荒金敏江 議員

　複雑な外交問題や日本の国益に関わる案件に
ついては慎重にすべきである。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

荒木　博 議員

イラン・イスラム共和国での即時停戦と諸課題の外交的解決を求める決議

全会一致で可決した議案
■補正予算10件　■条例の改廃14件　■工事請負契約の変更2件　■その他3件

賛成多数で可決した議案
■条例の一部改正4件　■決議1件　■その他3件
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定期監査報告 他

請願の審査結果
提出のあった請願は3月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、原案に対する討論です。

　米価は消費者と生産者が納得して決まるもの
であり、税金を所得補償に使用する事は、諸刃
の剣である。
　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

近藤仁志 議員

　日南町のような条件の悪い中山間地の農業を
守るために、一定の基準で所得を補償していく
必要がある｡
　　　　　　　　　　　　　　　（荒金、岡本）

　現在、米価が上昇し米の増産が求められる局面

にあるが、このような状況においては生産者と消

費者の双方が納得し得る安定的かつ適正な価格形

成を図ることが重要である。

　本請願は、農産物を生産する農家に対する所得

補償を求めるものであるが、価格は市場における

需給関係を基本として決定されるべきである。

　尚、政府が所得補償を行い農業経営の安定を図

ることで、農産物の安定供給を確保すべきとの少

数意見もあった。

　政府に所得補償（直接支払い）制度の

　実現を求める請願書

　提出者：鳥取県農民運動連合会

　　　　　会長　　雑賀　敏之

荒金敏江 議員

審査意見採択結果

不採択

案件

定
期
監
査
報
告

２
月
４
日
に
監
査
委
員
か
ら

定
期
監
査
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員
　
高
見
正
司

監
査
委
員
　
　
　
荒
木
　
博

町
税
等
未
収
金
取
り
組
み
会
議

渇
水
対
策
等
緊
急
事
業

　
令
和
７
年
度
は
、
令
和
６
年
度
決
算

に
基
づ
い
て
、
未
収
金
の
状
況
を
情
報

共
有
し
た
。
ま
た
、
「
督
促
手
数
料
の
廃

止
」
を
決
定
し
、
今
後
条
例
改
正
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
｟
３
月
定
例
会
で

可
決
｠

　
前
年
度
に
編
成
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る

訪
問
徴
収
は
、
住
民
課
主
導
で
の
日
程

調
整
が
で
き
ず
、
実
施
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
町
税
と
料
金
の
未
納
実
態
は

重
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
料
金
徴
収

の
訪
問
に
住
民
課
が
同
行
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
干
ば
つ
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
県
の
事
業
を
活
用
し
、
農

業
経
営
の
安
定
と
作
物
の
品
質
低
下
の

防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
補
助
金
の
申
請
は
５
件
で
、
事
業

内
容
は
ポ
ン
プ
の
購
入
や
燃
料
費
の
助

病
児
・
病
後
児
保
育

成
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
作
物
は
水
稲

が
中
心
で
あ
る
。
今
後
も
干
ば
つ
の
被

害
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
家
の

不
安
を
軽
減
し
、
営
農
意
欲
の
向
上
を

図
る
う
え
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
速
や

か
に
こ
の
事
業
を
運
用
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
共
働
き
世
帯
な

ど
、
自
宅
で
保
育
が
困
難
な
場
合
で
も

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
。
子
育
て
世
帯
の
移
住
定
住
を

進
め
る
た
め
に
必
要
な
制
度
で
あ
る
。

今
後
も
利
用
し
や
す
い
体
制
の
整
備
に

期
待
す
る
。

渇水対策で導入したポンプ



櫃田洋一 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
日
南
町
が
ト
マ
ト
の
ま

ち
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
イ

ン
パ
ク
ト
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

庁
舎
の
外
に
ト
マ
ト
の
オ
ブ
ジ

ェ
を
設
置
し
て
は
。

　
　
　
効
果
は
認
識
し
て
い
る

が
、
農
業
研
修
生
を
全
国
か
ら

広
く
求
め
る
こ
と
が
大
切
。
日

南
ト
マ
ト
売
り
上
げ
３
年
連
続

２
億
円
突
破
を
鳥
取
県
知
事
に

報
告
し
た
り
、
不
二
家
の
「
ミ

ル
キ
ー
」
に
も
採
用
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
本
町
が
ト
マ
ト
の

産
地
と
の
知
名
度
を
高
め
る
。

　
　
　
平
井
知
事
が
カ
ニ
の
被

り
物
で
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
町
長

も
被
り
物
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
は
。

　
　
　
Ｐ
Ｒ
方
法
は
計
画
中
だ

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

道の駅ほうじょう ー 日南町にはトマトを!!
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不
二
家
が
、

ミ
ル
キ
ー
を
小
学
生
に
贈
呈
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
贈
呈
式
で

町
長
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
予

定
。

　
　
　
売
り
上
げ
が
２
億
円
を

突
破
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
は

５
億
円
を
目
指
す
と
い
う
声
が

あ
る
。
選
果
場
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
が
課
題
と
の
声
も
多
く
あ

る
が
。

　
　
　
必
要
に
応
じ
、
段
階
的

な
応
援
を
考
え
て
い
る
。
新
規

就
農
者
に
も
注
力
し
、
単
価
の

引
上
げ
も
生
産
部
と
農
協
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ち
の
ブ

ラ
ン
ド
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
、

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

動画は
コチラ

問   日南トマト”のPRは

答 プロジェクトは動いている

問町
長

町
長

町
長 問

問
ま
ち
未
来
創
造
課
長

にちなん議会だより  令和８年４月発行　No.183

一 般 質 問

各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、
町長や教育長に町政全般について直接問いただします。

一般質問
●地域活性化対策

●農業政策　　●地域資源を活かした観光

各議員の一般質問は
YouTube 動画でご視聴い
ただけます。

12

13

14

15

櫃田洋一

大西  保

岩﨑昭男

高橋洋志

荒金敏江

岡本健三

近藤仁志

ひつだよういち

おおにしたもつ

いわさきあきお

たかはしひろし

あらかねとしえ

おかもとけんぞう

こんどうひとし

質 問 者 質 問 事 項 ページ

●人材育成基本方針

●外国人雇用　　●公設塾まなびや縁側

●情報化推進の取組み

●高齢者買い物支援対策　　●公共交通総合計画

●住宅政策　　●にちなん十色山の上分園閉園後

●歯科診療所の開設　　●生山駅を活用した観光

●デジタル機器を使った教育

●補聴器購入費補助拡充

●地方自治と軍拡　　●ファロスファーム問題

●地球温暖化対策の推進

●民間提案制度

※民間提案制度とは…民間事業者から町有資産の利活用について提案を募集

町政のここが
聞きたい!!

”

岩﨑昭男 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
急
速
に
発
展
す
る
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
行
政
事
務
の
効

率
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
。
早
期
導
入
に
向
け
て

具
体
的
な
活
用
方
針
を
定
め
、

目
指
す
効
果
を
明
確
に
す
べ
き
。

　
　
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
職
員
の

付
帯
業
務
を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
位
置
づ
け
、
文
書
作
成
・

チ
ェ
ッ
ク
・
企
画
・
情
報
収
集
の

４
領
域
で
活
用
す
る
。
策
定
中
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
運
用

し
、
段
階
的
に
範
囲
を
拡
大
し
て

省
力
化
を
進
め
る
。

　
　
　
日
南
病
院
で
は
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
画
像
の
解
析
に

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
撮
影
画
像
の

画
質
向
上
を
目
的
と
し
て
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
い
る
。

1月30日 閉店したぷららショップ

な
お
、
Ａ
Ｉ
は
医
師
の
診
断
を

補
助
す
る
技
術
で
あ
り
、
最
終

的
な
診
断
は
医
師
が
行
う
。

　
　
　
１
月
30
日
に
「
ぷ
ら
ら

シ
ョ
ッ
プ
」
が
閉
店
し
た
が
、

生
山
地
域
の
買
い
物
環
境
を
ど

の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
巡
回
バ
ス
等
に
よ
る
既

存
店
舗
へ
の
移
動
を
案
内
し
つ

つ
、
移
動
販
売
な
ど
の
環
境
維

持
を
検
討
す
る
。

　
　
　
「
合
同
会
社
ひ
ま
わ

り
」
に
求
め
て
い
る
、
移
動
販

売
ル
ー
ト
見
直
し
の
進
捗
は
。

　
　
　
車
両
・
人
員
に
制
約
が

あ
り
即
時
の
ル
ー
ト
変
更
は
難

し
い
が
、
引
き
続
き
ル
ー
ト
改

善
を
検
討
す
る
。

動画は
コチラ

一 般 質 問

問 生成AIの活用方針と目指す効果は

答 ガイドラインに基づく4領域活用を図る

問問

高
齢
者
買
い
物
支
援

大西 保 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
日
南
町
総
合
計
画
で

は
、
人
材
育
成
・
確
保
に
向
け

た
「
人
づ
く
り
」
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
町
職
員
の

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
す

る
が
、
め
ざ
す
姿
と
目
的
は
。

　
　
　
職
員
の
使
命
で
あ
る
町

民
の
幸
福
度
の
最
大
化
を
果
た

す
た
め
、
「
職
員
の
人
づ
く

り
」
と
「
町
政
の
質
の
向
上
」

に
取
り
組
む
。

　
　
　
日
南
福
祉
会
へ
３
月
に

来
日
の
４
名
は
、
12
月
時
点
で

は
福
祉
会
の
ア
パ
ー
ト
２
戸
に

入
居
予
定
だ
っ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
あ
か
ね
の
郷
の

寮
が
来
年
２
月
に
完
成
す
る
ま

で
、
生
山
地
内
の
借
家
を
利
用

す
る
。

まなびや縁側

　
　
　
介
護
分
野
以
外
の
雇
用

の
計
画
は
。

　
　
　
令
和
８
年
度
の
活
用
予

定
は
現
時
点
で
は
な
い
が
、
商

工
会
と
も
連
携
し
周
知
・
活
用

推
進
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
３
年
前
よ
り
生
山
駅
前

「
ぷ
ら
ら
２
階
」
で
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題

意
識
を
持
ち
、
今
後
の
取
り
組

み
の
考
え
は
。

　
　
　
入
塾
者
20
名
の
う
ち
定

期
利
用
は
少
な
く
、
中
学
生
と

高
校
生
の
ニ
ー
ズ
が
乖
離
し
て

い
た
。
今
後
は
交
流
や
居
場
所

の
機
能
を
強
化
し
、
「
つ
い
立

ち
寄
り
た
い
場
所
」
へ
の
転
換

を
図
る
。

動画は
コチラ

問 町職員の人材育成基本方針の目的は

答 「町政の質の向上」である 

問

問問

問

病
院
事
業
管
理
者

町
長

町
長

町
長

問問 町
長

町
長

町
長

福
祉
保
健
課
長

公
設
塾
ま
な
び
や
縁
側

外
国
人
材
育
成
雇
用
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見学からでもお気軽に
お立ち寄りください



荒金敏江 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
児
童
生
徒
１
台
ず
つ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
で
使
い
始

め
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。

　
　
　
　
国
が
推
奨
し
始
め
た

５
年
前
か
ら
。

　
　
　
一
回
の
授
業
で
使
う
時

間
と
家
庭
で
使
う
時
間
は
。

　
　
　
　
教
科
で
違
う
が
多
く

て
も
30
分
以
下
。
宿
題
以
外
に
は

使
え
な
い
設
定
だ
が
、
家
庭
で
の

使
用
時
間
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
書
く
機
会
の
減
少

で
、
長
文
が
書
け
な
い
、
書
く
力

が
弱
い
。
ス
マ
ホ
の
影
響
も
あ
る

が
、
視
力
低
下
、
睡
眠
不
足
、
授

業
中
の
注
意
散
漫
な
ど
。
デ
メ

リ
ッ
ト
の
克
服
が
必
要
。

　
　
　
「
ユ
ネ
ス
コ
」
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
報
告

小学校のタブレット活用授業

書
を
出
し
て
い
る
。
授
業
方
法

の
研
究
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
教
育
効
果
は
上
が
っ

て
い
る
が
、
使
い
方
の
分
析
は

ま
だ
不
十
分
。

　
　
　
学
校
と
家
庭
と
の
協
力

で
分
析
を
す
す
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
親
子
研
修
会
な
ど
を

し
て
い
る
。
今
後
も
、
効
果
的

な
使
い
方
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
片
耳
に
つ
き
３
万
円
を

助
成
し
、
５
年
を
待
た
ず
に
も

う
一
方
の
耳
に
も
同
額
の
助
成

を
行
う
べ
き
。
健
診
時
に
聞
こ

え
の
状
態
を
確
認
し
て
は
。

　
　
　
現
時
点
で
は
制
度
拡
充

を
行
う
考
え
は
な
い
。
検
診
時

の
問
診
は
検
討
す
る
。

動画は
コチラ

問 デジタル機器の活用は学校と家庭の協力で

答 効果的な使い方を研究していく

問問問問

問問 補
聴
器
購
入
費
補
助
拡
充

高橋洋志 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
Ｒ
９
年
度
開
設
予
定
の

歯
科
診
療
所
の
場
所
の
選
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
新
病
院
建
設
は
時
間
が

か
か
る
が
、
歯
科
に
関
し
て
は

既
存
の
入
沢
歯
科
医
院
を
利
用

し
て
診
療
を
行
う
予
定
。

　
　
　
現
状
の
建
物
は
古
い
よ

う
に
感
じ
る
が
新
基
準
に
適
応

し
た
建
物
で
あ
る
か
。

　
　
　
必
要
が
あ
れ
ば
改
修
を

検
討
す
る
。
現
時
点
で
も
一
部

に
不
備
が
あ
る
と
聞
い
て
お

り
、
今
後
は
状
況
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
く
。
当
面
は
現
施
設

で
の
診
療
を
基
本
と
す
る
。

　
　
　
診
療
所
職
員
の
待
遇
は

日
南
病
院
の
職
員
と
同
じ
に
な

る
と
考
え
て
よ
い
か
。

診療所予定の入沢歯科医院

　
　
　
基
本
的
に
は
そ
の
考
え

方
で
す
す
め
て
い
る
。
人
材
確

保
が
大
き
な
課
題
の
中
で
の
制

度
設
計
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
解
体
を
行
う
予
定
が
あ

る
か
。

　
　
　
建
物
の
被
害
状
況
や
地

盤
調
査
の
結
果
か
ら
解
体
す
る

こ
と
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
解
体
後
、
芝
生
化
を
し

て
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
は
。

　
　
　
軟
弱
地
盤
で
あ
り
跡
地

を
利
用
す
る
の
は
き
わ
め
て
危

険
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

園
庭
に
つ
い
て
遊
具
は
本
園
に

移
設
し
て
運
用
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

動画は
コチラ

問 日南病院歯科診療所開設の取り組みは

答 人材確保等に取り組んでいる

問問問

山
の
上
分
園
跡
地
利
用
は

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一 般 質 問

近藤仁志 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
サ
ウ
ン
デ
イ
ン
グ
調
査

か
ら
民
間
提
案
制
度
に
名
称
を

変
え
た
が
、
現
在
の
課
題
は
。

　
　
　
認
知
度
の
向
上
と
事
業

化
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
感
。

　
　
　
認
知
度
の
向
上
の
た
め

に
、
民
間
事
業
者
の
専
門
サ
イ

ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
注
目
度
ア
ッ
プ
の

仕
掛
け
と
か
、
情
報
発
信
の
方

法
も
工
夫
が
必
要
。

　
　
　
施
設
の
情
報
だ
け
で
な

く
、
地
域
資
源
な
ど
の
魅
力
も

発
信
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
ど
ん
な
町
か
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
重
要
で
、
本
町
の

魅
力
と
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
挑

戦
し
て
い
く
。

豊かな自然に囲まれたゆきんこ村
“四季彩”

　
　
　
対
象
施
設
の
「
ゆ
き
ん

こ
村
」
か
ら
の
四
季
折
々
の
景

観
は
、
都
会
の
方
に
と
っ
て
非

日
常
を
体
感
で
き
る
本
町
屈
指

の
資
源
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
、
保
養
所
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
拠
点
な
ど
、
用
途
を
広
げ
た

情
報
発
信
が
必
要
で
は
。

　
　
　
提
案
に
縛
り
は
も
う
け

て
い
な
い
。
建
物
も
景
観
も
良

い
し
、
標
高
も
約
６
０
０
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
は
あ
る
。

　
　
　
「
ゆ
き
ん
こ
村
」
を
戦

略
的
に
象
徴
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
セ
ー
ル
ス
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
多
く
の
企
業
と
関
わ
る

機
会
も
多
い
。
繋
が
り
を
有
効

的
に
使
っ
て
積
極
的
に
働
き
か

け
た
い
。

動画は
コチラ

一 般 質 問

問 民間提案制度の課題は

答 認知度の向上と事業化までのスピード感

問

問 問

問問

岡本健三 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
施
政
方
針
で
総
選
挙
の

結
果
を
「
揺
る
ぎ
な
い
信
任
の

表
れ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
自

民
党
は
比
例
得
票
率
が
37
％
な

の
に
３
分
の
２
の
議
席
を
得
た
。

選
挙
制
度
の
欠
陥
で
は
。

　
　
　
一
般
論
と
し
て
述
べ
た

ま
で
。
選
挙
制
度
の
在
り
方
は

国
政
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
。

　
　
　
憲
法
改
悪
に
前
の
め
り

の
政
権
に
危
機
感
は
な
い
か
。

　
　
　
判
断
す
る
の
は
国
民
で

あ
り
、
議
論
を
注
視
す
る
。

　
　
　
国
の
新
年
度
予
算
で
軍

事
費
は
過
去
最
大
の
９
兆
円
。

一
方
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
、

О
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、
高
額
療
養
費

な
ど
住
民
負
担
が
増
え
る
。

　
　
　
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響

あ
れ
ば
国
に
意
見
を
伝
え
る
。

患者の負担増が問題となっているОＴＣ類似薬
（市販薬と同じ効能の処方薬）

　
　
　
西
伯
農
場
で
２
人
犠
牲

と
な
る
火
災
が
あ
っ
た
。
火
災

対
策
や
豚
の
死
が
い
の
処
理
は
。

　
　
　
法
律
に
基
づ
き
火
災
対

策
し
て
い
た
。
死
が
い
は
搬
出

し
産
廃
と
し
て
処
分
し
た
。

　
　
　
名
和
農
場
で
は
河
川
の

汚
濁
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
処
理
水
を
蒸
散
畑
で
蒸

発
散
さ
せ
る
過
程
で
不
具
合
が

あ
っ
た
。
な
お
、
日
南
農
場
で

は
蒸
散
畑
を
使
わ
な
い
計
画
。

　
　
　
５
万
４
千
頭
の
飼
育
が

計
画
さ
れ
て
い
る
日
南
農
場
で
、

汚
水
処
理
や
火
災
時
の
豚
の
死

が
い
の
処
理
は
困
難
で
は
。

　
　
　
対
策
は
協
議
す
る
。

し
っ
か
り
し
た
運
営
を
求
め
る
。

動画は
コチラ

問 軍事費９兆円、暮らしへの影響は

答 大きな影響があれば国に意見を伝える

問問問

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
問
題

町
長

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

町
長

問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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総務教育常任委員会 1月15日、2月13日、3月16日 開催

第6次日南町総合計画（後期計画）について議会意見の聴取（まち未来創造課ほか）

●第6次日南町総合計画（後期計画）とは
　第6次日南町総合計画（後期計画）は、前期の成果を継承
しつつ「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層で構成。
社会情勢や地域課題の変化に応じて「実施計画」を柔軟に
見直すのが特徴。
　これにより、優先度や効果を勘案した具体的な事業展
開を一体的に示し、実効性の高いまちづくりを推進する
指針とする。

●計画案に対して委員からの意見
【農業の振興】
　畜産振興に関する事項を新たに追加する
　こと。
【林業の振興】
　林道の計画的な維持管理について明記する
　こと。
【公共施設等維持管理】
　地籍調査において、リモートセンシン
　グ技術を活用した取り組みを追加する
　こと。
【人づくり】
　行政サービスの向上に向け、役場職員
　の人材育成に関する事項を追加するこ
　と。
【環境対策】
　大規模な再生可能エネルギー施設の導
　入にあたっては、自然環境や景観への
　影響を十分に考慮すること。

子ども・子育て支援金（住民課）

※18歳未満被保険者に賦課される均等割額につ
いては、全額軽減を行う。

●令和8年度税率及び税額 （年額）

　令和８年4月から医療保険料と合わせて拠出さ
れることとなった「子ども・子育て支援金」につい
て、税率等について調査した。

　利用者が低迷している公設塾まなびや縁側の
入塾者数などについて調査した。
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委 員 会 報 告

地域おこし協力隊の活動と募集（地域づくり推進課）

●活動報告会
　地域おこし協力隊等の隊員11名が活動報告を
実施。受け入れ団体等からおよそ20名が参加し、
感想の発表などが行われた。

●令和 8年度隊員の募集と応募状況
・インターン型　　　 1 名（未定 1）
・半学半域型　　　　4 名（未定 4）
・チャレンジ起業型　  5 名（決定 1、未定 4）
・農業研修生　　　　3 名（決定 3）

　2月19日に開催された地域おこし協力隊の活
動報告会の内容聞き取りと、令和8年度採用予定
の地域おこし協力隊員の募集状況等を調査した。

所得割率
被保険者均等割額
世帯別平等割額
18歳以上被保険者均等割額(※)

100 分の 0.27
957 円
718 円
  39 円

日野郡公設塾まなびや縁側（教育委員会）

●入塾者数（R8.2.1 現在）
　中学生 16 名（1 年生 5 名、2 年生 1 名、3 年生 10 名）
　高校生 4 名（1 年生 1 名、2 年生 1 名、3 年生 2 名）
●開塾日数及び利用者数

R7年度
203人
199人
約1.0人

7人

R6年度
163人
156人
約1.0人

5人

R5年度
280人
211日
約1.3人
15人

区　　分
のべ利用者数
開塾日数
日別平均利用者数
日別最多利用者数

委 員 会 報 告
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委 員 会 報 告

経済福祉常任委員会 1月15日、2月13日、3月16日 開催

道路維持管理（建設課）

●緊急性のあるものは通行者からの連絡でも
　対応する。まとまった伐採等は自治会を通
　して要望してもらいたい。
●県道の倒木等は県へ連絡し対応している。
●折渡、湯河などは陰切の規模が大きいた
　め、全面的な対応が困難と判断し令和８年
　度に実施する。

道の駅の運営状況（農林課）

　　事業提案で大きな目標を提示されたが、一年
　　後に計画をやめるというのは疑問。農林課の
　　農業振興策の課題ではないか。
　　ブランド化を考えると難しいと意見もあるが、
　　６次産業化は大事なので引き続き検討した
　　い。

　　(株)サクセスより示された事業提案の検証と、令和8年4月22日に10周年を迎える道の駅「にちなん日野
川の郷」について調査した。

　通行に支障となる樹木等の伐採要望があり調
査した。

　　10周年のイベント計画は。
　　令和８年5月30日に食のバザールとコラボし
　　たイベントを開催するほか、月一回のペースで
　　小規模なイベントを開催する。

　野菜集荷計画
　集荷することで出荷者を増やし、品揃えの充
実を目指したが、出荷者から「みんなで持ち寄
り、情報交換も大事にしたい」との声もあり、
実施しない。

　野菜の買い取り
　出荷者の収入の安定を図るため買い取り販売
を提案したが、出荷者より買い取りはしてほし
くないとの意見もあり、差別化は難しく検討
中。

　ヒメノモチの販売促進
　令和7年に平型冷蔵ショーケースを導入し、通
年販売による消費拡大を目指したが、地元事業
者による商品の安定供給が困難。自社((株)サク
セス)での製造も人手と製造時間の課題が解決で
きず断念した。

　１品1円寄附の取り組み状況
　J-クレジットを利用したカーボンオフセットは
終了しているが、森林資源を守る取組みとして継
続している。寄付金は民有林新植経費に利用。
（令和７年度の寄附額）
　令和８年２月末　合計192,574円

　10周年記念イベント

追跡

ヒメノモチの消費拡大をめざして

町道に覆い被さった樹木（上萩山地内）



中心地域及び住宅政策調査特別委員会 3月18日
1月15日 
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委 員 会 報 告

電子カルテシステムの更新（日南病院）

●現状と更新の必要性
　現在のサーバー機器の保守契約が令和９年８月末
　で終了する。医療の新たな要請に対応する。

●事業者選定の考え方と方法
　単なる価格比較でなく、サポート体制などを客観的
　な評価項目にそって比較検討した。指名型プロポ
　ーザル方式で５社を指名し１社を選定した。

●今後のスケジュール
　R8.7月頃：最終システム設計および見積の確定
　R9.4月：契約締結、納入、システム構築
　R9.9月：新電子カルテシステム稼働開始（予定）

　　既存の電子カルテの内容を新システムへ移
　　行できるのか。
　　現行メーカーが移行に協力する。

　　更新の費用は。
　　前回、令和２年度の更新では２億円。今回は
　　３億円程度を予定している。

議員からの質疑

　　事業者選定の評価項目は。
　　機能適合性、操作性、保守安全性、今後への
　　対応、導入実績、価格の妥当性の６点。

 開催

　　テーマが大きく、深い議論が必要である。今
　　年11月までの答申は難しいのでは。
　　議論のため部会の回数を増やすことも検討
　　する。部会を５月まで開催し、その後全体会で
　　議論が必要なものを取り上げていく。

　　年度の変わり目で検討委員の交代は。
　　自治会、まち協など改選期だが、４月以降も現
　　在の委員の継続を相談している。

　　予算の裏づけと、国、県の交付金獲得は。
　　早い段階で金額を示し、優先順位をつける。
　　交付金も視野に入れ、一般財源を節約する。

　　防災の議論は。
　　専門家の意見を求めながら全体会で議論す
　　る。検討項目の追加もあり得る。

日南町中心地域整備検討委員会の開催状況（地域づくり推進課）

第４回　日南町中心地域整備検討委員会
●開催日時　令和７年12月23日(火)
●開催場所　日南町役場・交流ホール
●内容（主な決定事項）
〇中心地域整備の全体テーマ
　「賑わいとみんなの喜びをつくる　ごちゃまぜ
　　の中心地域」
【計画の３つの方向性】
・生活機能の集約と、ごちゃまぜの賑わい
・新たな公共交通による各地域のつながり
・さまざまな人が集える「日常の広場」づくり
〇機能別部会の構成
①くらし部会（住宅、空家活用、教育、子育てなど）
②交通・買い物部会
　（交通システム、商業機能集約など）
③にぎわい部会
　（公園、役場跡地活用、観光交流拠点など）

第２回　機能別部会
●開催日　　令和８年２月18日(水)
●開催場所　日南町役場ほか
●内容
　中心地域整備に関し、機能別（住宅・教育・子
　育て・交通・買い物・にぎわい等）の論点整理
　と計画案への反映事項の確認

　　５月から住民説明会を開催できるか。
　　５月に開催できるかわからないが、住民の意
　　見を聞きたい。

　　委員が数字を把握しないといけないのでは。
　　町の資料を委員へ提出している。

議員からの質疑

議員からの質疑

開催された機能別部会（役場交流ホール）
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全 員 協 議 会

全員協議会 1月15日、2月12、25日、3月18、25日 開催

さよなら山の上分園（教育課)

●令和８年１月６日発生の地震で被災し、使用
　が困難になった。7日より園児は本園に通
　園。8、9日に専門業者による調査を行なっ
　た。被害を確認して使用不能と判断し、後日、
　保護者懇談会にて説明し統合の承諾を得た。
【被災状況】
・建物外　浄化槽付近から竹林にかけての地割
　　　　　竹林傾斜に向かう地割れ、竹林脇の
　　　　　フェンス越し地割れ。
・建物内　保育室、職員室、玄関、トイレ等の
　　　　　壁に亀裂。トイレタイルの破損。
　　　　　竹林に向かい３～４センチ地盤沈下。
【今後の予定】
・地域説明会の開催。
・令和８年４月１日より山の上分園を統合。

通所介護サービス（福祉保健課）

●日南福祉会所有の「デイサービスセンター虹
　の郷」で通所介護サービスを再開する。
【提供サービス】
●認知症対応型通所介護
●介護予防認知症対応型通所介護
（時期）令和８年４月中旬より
（定員）12名　
（内容）週１回水曜日　13：30～16：30

　　職員の増減は。
　　新規採用者8名により体制がとれる。

　　設備の修繕費用が発生するか。
　　新たな工事は発生しない。

学童保育施設の増築（こども若者未来課）

●令和6年11月に開催された女性議会で、
　放課後児童クラブ「なかよし教室」の
　保有スペースが手狭であることや機能
　的な問題に関する質問があり、対応策
　について検討してきた。令和8年度事業
　で同敷地内に別棟で施設の増築を行う
　こととなった。
【事業概要】
　子育て支援センター敷地内に別棟で木
　造平屋建、15坪程度（約50㎡）の建物
　を増築する。
≪事業費（見込）≫
　・設計監理費　　　  200万円
　・工事請負費　　　1650万円

　　渡り廊下の使用に問題はないか。
　　子どもが安全に過ごせるように使用する。

木質バイオマス発電事業（総務課・環境エネルギー課）

●三本松農場跡地で計画していたバイオマス発
　電所事業計画について、事業者より当該地で
　の事業化を断念する旨の連絡が令和８年２月
　27日付けであった。右記の４点の理由による。

①資材価格の高騰及びインフラ整備費の増大
②金融環境の変化により資金確保が困難に
③住環境への配慮を踏まえた適地再検討
④FITの申請期限内に事業開始が困難になった

子育て支援センター

ウッドデッキ
学童保育（増築）

ポ
ー
チ

計画図 ↑道路側

↓日野川側

女性議会の提案が実現します!!
実現

休園 再開

断念
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「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」
と

は
、
「
地
球
の
健
康
」
が
「
人

の
健
康
」
の
基
盤
で
あ
る
と
い

う
国
際
目
標
で
あ
る
。
清
潔
な

空
気
や
水
、
安
定
し
た
気
候
と

い
っ
た
健
全
な
地
球
環
境
が

あ
っ
て
こ
そ
、
人
の
健
康
は
維

持
さ
れ
る
。
こ
の
視
点
に
立
て

ば
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で

土
に
触
れ
る
こ
と
は
心
身
の
健

全
化
に
つ
な
が
り
、
森
林
や
農

地
と
い
っ
た
自
然
資
本
は
、
流

域
全
体
に
お
い
て
多
面
的
機
能

を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
る
。

　
一
方
で
、
都
市
で
は
人
間
中

心
に
最
適
化
さ
れ
、
農
業
生
産

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
消
費
活
動

が
拡
大
し
、
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
し
て
農
村
で
は
、
豊
か
な

自
然
資
本
を
有
し
な
が
ら
も
、

生
産
年
齢
人
口
の
流
出
や
高
齢

化
が
進
み
、
農
地
の
荒
廃
や
集

落
機
能
の
低
下
と
い
っ
た
深
刻

な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
所
得
や
Ｇ
Ｄ

Ｐ
と
い
っ
た
指
標
で
は
測
れ
な

い
「
本
当
の
豊
か
さ
」
が
、
地

方
の
自
然
資
本
の
中
に
あ
る
と

の
考
え
の
も
と
、
大
山
流
域
を

舞
台
に
、
人
と
地
球
の
か
か
わ

り
を
身
体
を
通
し
て
学
ぶ
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
農
業
体
験
や
水
源
再
生
事

業
に
は
、
都
市
部
や
海
外
か
ら

も
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
、

「
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
」
と
の
声

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
取
組
み

と
し
て
、
籾
殻
か
ら
シ
リ
カ

｟
二
酸
化
ケ
イ
素
｠
を
抽
出
し

有
効
活
用
す
る
事
業
で
あ
る
。

米
農
家
に
と
っ
て
、
収
穫
後
に

大
量
に
発
生
す
る
籾
殻
の
処
理

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
資

源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
シ
リ
カ
は
健

康
食
品
、
さ
ら
に
は
化
粧
品
や

タ
イ
ヤ
、
半
導
体
な
ど
の
工
業

製
品
の
原
料
と
し
て
も
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
本
県
か
ら

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み

が
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な

可
能
性
を
感
じ
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
、
地

域
に
存
在
す
る
自
然
資
本
の

価
値
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
活
か
し
た
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

日
野
郡
議
員
研
修
会

●
演 
題
　
　
大
山
流
域
か
ら
始
め
る
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
が
調
和
す
る
世
界

●
講 

師
　
　
天
籟
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

　

 

桐
村

　一
平 

氏

　
　

代
表
取
締
役
医
師

　

 

桐
村

　里
紗 

氏

　
　

●
と
　
き
　
　
１
月
23
日

●
と
こ
ろ
　
　
江
府
町
役
場

　
本
研
修
で
は
、天
籟
株
式
会

社
の
取
組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
同
社
は
令
和
４
年
に「
プ
ラ

ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
推
進
連
携
協

定
」を
、全
国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
最
低

水
準
に
あ
る
鳥
取
県
、そ
し
て

そ
の
中
で
も
人
口
最
小
規
模
で

あ
る
江
府
町
と
締
結
し
、せ
せ

ら
ぎ
公
園
を
拠
点
に
、人
と
地

球
の
再
生
に
向
け
た
実
践
と
検

証
を
進
め
て
い
る
。

て
ん
ら
い

議員
研修

研修会での質疑

田んぼの価値を知る

田んぼ

米

籾殻/稲藁

シリカ
化粧品

半導体

ＰＣ・
スマホ

酒

ガラス・クリスタル製品

ボタニカルクリスタル
ジュエリー

車

タイヤ

販
売

販
売

抽
出

モミガラからシリカへ

■
１
月

15
日

　総
務
教
育
・
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調
査
特

　
　
　別
委
員
会
・
全
員
協
議
会

16
日

　臨
時
会

19-

20
日

　議
員
研
修

　
　
　
　

(

２
名
／
滋
賀
県)

　
　
　
　

(

１
名
／
オ
ン
ラ
イ
ン)

23
日

　日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会(
江
府
町)

28
日

　議
員
研
修(

１
名
／
オ
ン
ラ
イ
ン)

28-

30
日

　議
員
研
修(

１
名
／
滋
賀
県)

30-

31
日

　議
員
研
修(

１
名
／
オ
ン
ラ
イ
ン)

■
２
月

４
日

　

 

議
員
研
修
︵
１
名
／
東
京
都
︶

12
日

　全
員
協
議
会
・
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

13
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

18
日

　臨
時
会

20
日

　議
会
運
営
委
員
会

25
日

　全
員
協
議
会
・
議
会
広
報
常
任
委
員
会

26
日

　議
会
運
営
委
員
会

■
３
月

３
日

　３
月
定
例
会
本
会
議(

一
般
質
問
ほ
か)

４
日

　３
月
定
例
会
本
会
議(

一
般
質
問)

５
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

５
〜
６
、
９
〜
13
、
18
日

　
　
　
　
　
　
　

  

予
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日

　総
務
教
育
・
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

18
日

　中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調
査
特

　
　
　別
委
員
会
・
全
員
協
議
会

25
日

　３
月
定
例
会
本
会
議
・
全
員
協
議

　
　
　会
・
議
会
広
報
常
任
委
員
会

■
４
月

６
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

８
日

　中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調
査
特

　
　
　別
委
員
会
・
全
員
協
議
会

10
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

21 にちなん議会だより  令和８年４月発行　No.183

臨 時 会 他

議
会
活
動
報
告

　鳥
取
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

日
南
町
議
会
の
広
報

紙
が
２
年
連
続
で
受

賞
し
ま
し
た
。

 

選
評

　

﹁
個
性
が
発
揮
さ
れ
、
新
し
い
力
と
意
欲
を
感

じ
る
﹂
﹁
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
も
あ
り
、
本
文
の
要

約
も
的
確
で
読
み
や
す
い
﹂
と
い
っ
た
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
も
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く
り

に
務
め
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

鳥
取
県
町
村
議
長

会
よ
り
、
町
村
議
会

議
長
と
し
て
６
年
以

上
在
職
し
、
功
労
の

あ
っ
た
者
と
し
て
、

山
本
芳
昭
議
長
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
１
月
16
日

第
１
回 

臨
時
会

令
和
８
年
２
月
18
日

第
２
回 

臨
時
会

林
道
新
設
改
良
事
業

５
２
０
万
円

　林
道
船
通
山
線
に
お
い
て
路
肩

崩
壊
が
発
生
し
た
た
め
、
測
量
設

計
費
及
び
、
用
地
・
補
償
費
を
計

上
。

 

補
正
予
算

除
雪
事
業

　
　
　
　
　
　

  

２
億
円

　１
月
20
日
以
降
の
降
雪
に
よ
る

除
雪
経
費
の
増
額
。

 

補
正
予
算

衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
事
務

８
６
０
万
円

単
独
災
害
緊
急
対
策
事
業３

０
５
万
円

　令
和
８
年
１
月
６
日
に
発
生
し

た
地
震
の
速
や
か
な
復
旧
を
支
援

し
生
活
の
安
定
を
図
る
。

物
価
高
騰
対
応
支
援

７
５
２
０
万
円

　物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
的
負
担

軽
減
に
対
応
す
る
た
め
、
全
町
民

一
人
あ
た
り
２
万
円
分
の
た
っ
た

も
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
。

物
価
高
騰
対
応
支
援 (

児
童
手
当
分)

　
　
　
　
　
　
　
　

  

８
９
７
万
円

　物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も
一
人

あ
た
り
２
万
円
の
現
金
給
付
。

︵
対
象
児
童
見
込
数
３
４
５
人
︶

介
護
人
材
雇
用
拠
点
整
備
事
業

１
億
７
１
６
０
万
円

　あ
か
ね
の
郷
の
寮
及
び
研
修
施

設
整
備
を
行
う
。

今シーズンも大活躍

受賞した第180号

第33回

優
秀
賞
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　日
南
町
議
会
で
は
、
議
員
が
地

域
へ
出
向
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
直
接
伺
う
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
月
発
行
の
議
会
だ
よ

り(

1
8
2
号)

で
は
、
日
南
町

商
工
会
、
日
南
福
祉
会
、
に
ち
な

ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
の
内
容
を
報
告
し
ま

し
た
。

　今
号
で
は
11
月
４
日
に
大
宮
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
11
月
５
日
に

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
﹁
議
会
報
告
会
＆
意
見
交

換
会
﹂
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

養豚団地が建設されているが、地下水脈
への影響が心配だ。

日南町地下水保全条例により届け出が必
要な案件となる。水質や量について規制
があり許可を得ないと井戸掘削はできな
い。現時点では新たな井戸掘削の計画は
報告されていない。

新日野上小水力発電所の経営は、今後ど
うなるのか。

現在、㈱日南町小水力発電公社が運営し
ているが、令和７年10月27日に京葉ガ
スエナジーソリューション㈱(千葉県市川
市)と運営委託契約を締結した。
発電開始は令和９年11月を予定。

民間事業者に委託することによって、経
営状態が改善するのか。

設備改修や発電量変動のリスクは事業者
が引き受け、公社はFIT期間中の20年間
は年額200万円の協力金を受け取る。令
和49年(2067年)には、黒字になる見込
み。

養豚団地 新日野上小水力発電所の今後は

消防ホース更新の順番はあるのか。

老朽化による水漏れや製造年月日が判断
基準になる。
　　令和7年度補正予算：130本購入
　　令和8年度当初予算：214本購入

自治会が設置している消防ホースの状況
を把握しているのか。
消防ホースの現状を調査した結果、約
1800本と見込まれる。

電気自動車の充電設備の保守ができない
のはなぜか。

メーカーの保守期限が
切れたことにより、保
守管理ができない状
況だが充電設備は使
用できる。
今後、故障が発生し
た場合は国の補助等
を活用して更新を行
う予定。

消防ホース更新助成

電気自動車充電設備の保守

７年度当初予算で、農業に対する支援や
補助金が削減されているが。

議会の指摘により、7年度内に補助が再
開されたものも多くある。また、和牛支
援については、内容を充実させ8年度当
初予算で復活した。

病院建設ありきで進んできた。財政負担
が大きいのは分かっていたこと。

病院建設に交付金がどれだけ見込められ
るのかなど、財源についても議論してい
た。

ランニングコストが議論に上がっていな
い。職員の待遇にもお金をかけるべき。

病院がランニングコストを試算し、50床
で黒字経営となる結果を得ている。待遇
改善には、診療報酬の引き上げなども必
要である。

農業に対する支援・補助

移住者への施策が、定住に結び付いてい
ない。就農支援は手厚いが、まず「住む
ところがない」。

各地域に空き家を改修して入居できる準
備をしておきたいができていない。社宅
改修補助などの補助金を活用して欲し
い。

日南病院でも、インフルエンザとコロナ
ワクチン予防接種を一度に受けれるよう
にして欲しい。

医療安全を優先し、午前午後で同日中の
別々接種としていた。同時接種も検討中。

現役世代のワクチン接種にも助成をお願
いしたい。

18歳未満と65歳以上には助成するよう
にしている。

住宅政策

ワクチン接種

議会の業務でAIを活用したら、幅広く情
報を得ることもできる。

AIに対する考え方は様々で、今後の活用
に際してはルール作りが重要と考える。

議会でのAI 活用

町民と議会の距離の遠さを感じる。特に、
働き盛りの若い年代との距離を感じる。日
常の会話も世間話で終わってしまう。これ
は、議員活動が十分な評価を得ていないの
では。

今後も積極的に町内に出向き意見交換を
行うとともに、平素より町民の皆さまと
町政について話し合いたい。

町民と議会の距離

病院建設

議員と
の意見

交換会

民間提案制度を活用し社員寮に改築

既存井戸
〇 使用可能見込4カ所

大宮地域振興センター

役場の充電設備

養豚団地造成地
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　日
南
町
議
会
で
は
、
議
員
が
地

域
へ
出
向
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
直
接
伺
う
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
月
発
行
の
議
会
だ
よ

り(

1
8
2
号)

で
は
、
日
南
町

商
工
会
、
日
南
福
祉
会
、
に
ち
な

ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
の
内
容
を
報
告
し
ま

し
た
。

　今
号
で
は
11
月
４
日
に
大
宮
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
11
月
５
日
に

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
﹁
議
会
報
告
会
＆
意
見
交

換
会
﹂
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

養豚団地が建設されているが、地下水脈
への影響が心配だ。

日南町地下水保全条例により届け出が必
要な案件となる。水質や量について規制
があり許可を得ないと井戸掘削はできな
い。現時点では新たな井戸掘削の計画は
報告されていない。

新日野上小水力発電所の経営は、今後ど
うなるのか。

現在、㈱日南町小水力発電公社が運営し
ているが、令和７年10月27日に京葉ガ
スエナジーソリューション㈱(千葉県市川
市)と運営委託契約を締結した。
発電開始は令和９年11月を予定。

民間事業者に委託することによって、経
営状態が改善するのか。

設備改修や発電量変動のリスクは事業者
が引き受け、公社はFIT期間中の20年間
は年額200万円の協力金を受け取る。令
和49年(2067年)には、黒字になる見込
み。

養豚団地 新日野上小水力発電所の今後は

消防ホース更新の順番はあるのか。

老朽化による水漏れや製造年月日が判断
基準になる。
　　令和7年度補正予算：130本購入
　　令和8年度当初予算：214本購入

自治会が設置している消防ホースの状況
を把握しているのか。
消防ホースの現状を調査した結果、約
1800本と見込まれる。

電気自動車の充電設備の保守ができない
のはなぜか。

メーカーの保守期限が
切れたことにより、保
守管理ができない状
況だが充電設備は使
用できる。
今後、故障が発生し
た場合は国の補助等
を活用して更新を行
う予定。

消防ホース更新助成

電気自動車充電設備の保守

７年度当初予算で、農業に対する支援や
補助金が削減されているが。

議会の指摘により、7年度内に補助が再
開されたものも多くある。また、和牛支
援については、内容を充実させ8年度当
初予算で復活した。

病院建設ありきで進んできた。財政負担
が大きいのは分かっていたこと。

病院建設に交付金がどれだけ見込められ
るのかなど、財源についても議論してい
た。

ランニングコストが議論に上がっていな
い。職員の待遇にもお金をかけるべき。

病院がランニングコストを試算し、50床
で黒字経営となる結果を得ている。待遇
改善には、診療報酬の引き上げなども必
要である。

農業に対する支援・補助

移住者への施策が、定住に結び付いてい
ない。就農支援は手厚いが、まず「住む
ところがない」。

各地域に空き家を改修して入居できる準
備をしておきたいができていない。社宅
改修補助などの補助金を活用して欲し
い。

日南病院でも、インフルエンザとコロナ
ワクチン予防接種を一度に受けれるよう
にして欲しい。

医療安全を優先し、午前午後で同日中の
別々接種としていた。同時接種も検討中。

現役世代のワクチン接種にも助成をお願
いしたい。

18歳未満と65歳以上には助成するよう
にしている。

住宅政策

ワクチン接種

議会の業務でAIを活用したら、幅広く情
報を得ることもできる。

AIに対する考え方は様々で、今後の活用
に際してはルール作りが重要と考える。

議会でのAI 活用

町民と議会の距離の遠さを感じる。特に、
働き盛りの若い年代との距離を感じる。日
常の会話も世間話で終わってしまう。これ
は、議員活動が十分な評価を得ていないの
では。

今後も積極的に町内に出向き意見交換を
行うとともに、平素より町民の皆さまと
町政について話し合いたい。

町民と議会の距離

病院建設

議員と
の意見

交換会

民間提案制度を活用し社員寮に改築

既存井戸
〇 使用可能見込4カ所

大宮地域振興センター

役場の充電設備
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今
年
も
春
の
農
作
業
が
始
ま
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
先
日
、
ト
ラ
ク

タ
ー
で
荒
起
こ
し
を
し
な
が
ら
、
ふ

と
「
令
和
の
米
騒
動
」
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。
長
く
厳
し
い
米
作
り
が

続
く
中
、
よ
う
や
く
米
価
に
光
が
差

し
た
の
も
束
の
間
、
昨
今
の
中
東
情

勢
の
影
響
に
よ
る
原
油
や
肥
料
の
高

騰
が
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
、
自
然
の
み
な
ら
ず
世
界

の
動
向
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
営

み
だ
と
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。
政
府

備
蓄
米
の
運
用
を
巡
る
議
論
も
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
米
は
供
給
過
剰
と
の
予
測

も
出
て
い
ま
す
が
、
注
い
だ
労
力
と

経
費
に
見
合
う
「
適
正
な
価
格
」
を

維
持
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
願
い
を

抱
き
な
が
ら
、
今
年
も
田
ん
ぼ
に
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
﨑
昭
男
　
記

発
行
責
任
者

　
　
　
　
議
　
　
長
　 

山
本
芳
昭

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
　 

近
藤
仁
志

　
　
　
　
副
委
員
長
　 

荒
金
敏
江

　
　
　
　
委
　
員
　 

岡
本
健
三

　
　
　
　
　
　
〃
　
　 

荒
木
　
博

　
　
　
　
　
　
〃
　
　 

岩
﨑
昭
男

　
　
　
　
　
　
〃
　
　 

高
橋
洋
志

24

令
和

８
年

４
月

発
行

　
第

1
8
3
号

発
行

／
日

南
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
　

　
印

刷
／

冨
士

印
刷

㈲
〒

6
8
9
−

5
2
9
2
　

鳥
取

県
日

野
郡

日
南

町
霞

8
0

0
電

話
  (0

8
5
9
) 8

2
−

1
9
0
0
　

F
A

X
  (0

8
5
9
) 8

2
−

1
1
3
1

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
ttp

s://w
w

w
.to

w
n
.n

ic
h
in

a
n
.lg

.jp
/g

y
o
se

i_
g
ik

a
i/

に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

日
南
町
に
来
ら
れ
る
ま
で
は

　
奈
良
県
の
出
身
で
、
大
阪
の
美
容

師
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま

母
校
で
講
師
と
し
て
６
年
間
勤
務
し
、

そ
の
後
は
ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
独
立

し
、
自
分
の
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
を
開
業

し
て
い
ま
し
た
。
講
師
時
代
や
サ
ロ

ン
で
の
お
客
様
と
の
関
わ
り
の
中
で

得
た
経
験
が
、
今
の
自
分
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
南
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け

　
矢
戸
に
母
の
実
家
が
あ
り
、
以
前

か
ら
年
に
４
回
ほ
ど
帰
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
日
南
町
の
自
然

や
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
魅
力
を
感
じ

て
お
り
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
み
る
の

も
い
い
か
な
と
思
い
始
め
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
娘
が
雪
遊
び
を
し

て
い
る
と
き
に
、
も
う
帰
り
た
く
な

い
と
言
い
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
日
南
町
で
暮
ら
そ
う
と
決

断
し
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
や
活
動
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

な
が
ら
、
ア
シ
ス
ト
日
南
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
﹁
キ
ッ
チ
ン
み
な
み
﹂
で
お
世

話
に
な
っ
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
９
月
か
ら
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
の
販
売
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
仕
込

み
は
﹁
み
な
み
﹂
で
行
い
、
イ
タ
リ
ア

ン
シ
ェ
フ
の
店
長
に
教
わ
り
な
が
ら
、

イ
タ
リ
ア
ン
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
﹁
パ
ニ
ー

ニ
﹂
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

日
南
町
の
食
材
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
毎
週
月
曜
日
に
日
南
病
院

で
営
業
し
て
お
り
、
４
月
に
は
日
野

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
日
南
町
文
化
セ
ン

タ
ー
30
周
年
行
事
へ
の
出
店
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
常
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

　
家
族
は
私
と
娘
、
そ
し
て
猫
１
匹

で
す
。
娘
は
ダ
ン
ス
教
室
や
、
毎
週

水
曜
日
の
日
南
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

通
っ
て
お
り
、
友
達
も
で
き
て
活
発

に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

暮
ら
し
て
み
て
不
便
な
事
は

　
特
に
不
便
に
感
じ
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
、
生
活
に
必

要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
揃
い
ま
す
。

ま
た
、
娘
が
体
調
不
良
の
時
も
日
南

病
院
で
対
応
し
て
い
た
だ
け
ま
す
し
、

病
児
・
病
後
児
保
育
も
あ
り
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
母
の
同
級
生

も
多
く
、
地
域
の
方
々
に
も
温
か
く

接
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
矢
戸

自
治
会
の
行
事
に
も
で
き
る
だ
け
参

加
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

谷
川

　絵
里
子
さ
ん
︑
逢
來
さ
ん
︵
矢
戸
︶

た
に  

が
わ

え

　り

　

   

こ

あ

　

  

こ

いらっしゃいませ


